
芸南トピックス地域の情報をお届け！

「
ダ
イ
コ
ン
の
種
ま
き
」
を

行
な
い
ま
し
た

芸
南
地
域
本
部
で
は
、
食
農
教
育
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

９
月
19
日
（
火
）
に
東
広
島
市
立
木
谷
小
学

校
2
年
生
の
み
な
さ
ん
と
ダ
イ
コ
ン
の
種
ま
き

を
行
な
い
ま
し
た
。

一
カ
所
に
４
粒
ほ
ど
の
種
子
を
ま
き
、
ダ
イ

コ
ン
の
発
芽
の
仕
方
や
、間
引
き
の
方
法
な
ど
、

育
て
方
の
説
明
を
行
な
い
ま
し
た
。
青
首
ダ
イ

コ
ン
と
、
丸
ダ
イ
コ
ン
の
二
種
類
を
栽
培
し
、

年
明
け
の
収
穫
を
め
ざ
し
ま
す
。

ＪＡひろしま
ふれあい市安芸津店
ふれあい市は、『農業者の所得増大』『農産物の生産拡大』

『地域の活性化』を基本目標とし、地産地消に取り組んでいます。

東広島市安芸津町風早647番地８

自然に恵まれ「人と人との豊かな生活」がそこにある

マル赤馬鈴薯 キャベツ 白 菜 早生・中生みかん

11月
の

おすす
め

だんだん鍋がおいしい季節になってきたな～♪おでんもいいな～♪
こたつに入ってみかんも食べたいな～♪ あ～なんかおなかがすいてきた!!
それでは、11月号スタート!!

出荷会員募集中

0846-46-1166
ふれあい市安芸津店　担当：髙本まで

自慢の農産物を出荷してみませんか？
興味のある方は下記の連絡先までお問い
合せください。

11月下旬から

生産者のみなさま、ふれあい市
では野菜等が不足しており、
出荷をお願いいたします。

　原因は目に見えないほどの小さな針のような形の成分が存
在し、これが皮膚を刺激するとかゆみを感じるそうです。
　では、どうすれば！
❶ 酸性水につける ※１カップ程度の水に大さじ１～２杯の酢を加えます。
❷ 加 熱 す る
❸ 乾 燥 さ せ る ※乾燥させすぎると、中の水分もとんで味が落ちるので注意！
❹ 冷 凍 す る ※長時間の冷凍は食感・味が落ちるので注意！
 　加熱してからがおすすめ★
❺ 手 袋 を す る ※ビニールやゴム手袋はすべるので、落とさないように注意！
 　皮むき専用手袋などおすすめ★

色々あるみたいなので、試してみてください♪

【里芋のかゆみの対策】【里芋のかゆみの対策】

※写真はイメージです。

芸南地域本部
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馬
鈴
し
ょ

馬
鈴
し
ょ
の

病
害
虫
防
除
と
収
穫
貯
蔵
の
管
理

生
育
後
半
と
な
り
ま
す
が
、
近
年
は
温
暖

化
の
影
響
で
病
害
虫
の
発
生
が
多
い
で
す
。

ま
た
、
今
作
は
前
半
が
少
雨
で
あ
っ
た
た

め
、
害
虫
に
注
意
が
必
要
で
す
。
収
穫
前
は

ガ
の
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
防
除
例

〈
ア
ブ
ラ
ム
シ
・
疫
病
防
除
〉

ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
水
和
剤�

１
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
14
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
２
回
以
内
）

フ
ォ
リ
オ
ゴ
ー
ル
ド�

１
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

前
記
２
剤
を
散
布
し
ま
す
。

収
穫
前
の
防
除
例

〈
ア
オ
ム
シ
・
ヨ
ト
ウ
ム
シ
〉

ベ
ネ
ビ
ア
Ｏ
Ｄ�

４
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

〈
ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
・
疫
病
防
除
〉

ラ
ン
ネ
ー
ト
45
Ｄ
Ｆ�

１
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
５
回
以
内
）

ベ
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
顆
粒
水
和
剤

�

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

前
記
２
剤
を
散
布
し
ま
す
。

※
種
子
馬
鈴
し
ょ
は
、
検
査
終
了
後
も
収
穫

ま
で
病
害
虫
防
除
を
徹
底
し
て
行
な
い
、

ほ
場
内
に
ウ
イ
ル
ス
病
、
葉
巻
病
が
発
生

し
て
い
る
場
合
は
、
株
を
抜
き
取
り
ほ
場

外
へ
出
し
ま
し
ょ
う
。
収
穫
前
に
は
必
ず

ジ
ャ
ガ
イ
モ
ガ
の
防
除
を
行
な
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
収
穫
は
、
た
め
し
掘
り
を
し
て
晴
天
日
に

掘
り
取
り
を
し
ま
し
ょ
う
。
貯
蔵
に
つ
い

て
は
十
分
風
乾
し
て
収
納
し
ま
し
ょ
う
。

タ
マ
ネ
ギ

タ
マ
ネ
ギ
の
定
植
準
備
に
つ
い
て

土
壌
改
良
剤
の
施
用
例�

（
１
ａ
当
り
）

堆
肥
（
２
０
０
㎏
）、
よ
う
り
ん
（
６

㎏
）、
を
定
植
１
カ
月
前
に
は
施
用
し
て
耕

起
を
し
ま
し
ょ
う
。
苦
土
石
灰
（
粒
）
等
の

石
灰
資
材
（
12
㎏
）
は
同
時
に
施
用
で
き
ま

す
が
、
可
能
な
ら
約
２
週
間
前
に
施
用
し
ま

し
ょ
う
。

元
肥
の
施
用
例�

（
１
ａ［
１
０
０
㎡
］当
り
）

固
形
35
号
（
８
㎏
）
を
基
肥
と
し
て
定
植

１
週
間
～
10
日
前
ま
で
に
施
用
し
ま
す
。

ま
た
、
タ
マ
ネ
ギ
な
ら
こ
れ
で
１
発
！
Ｊ

Ａ
の
肥
料
（
10
㎏
）
を
基
肥
に
す
る
と
追
肥

は
不
要
で
す
。（
多
雨
の
年
は
追
肥
が
要
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

定
植
前
の
病
害
虫
と
雑
草
予
防
例

�

（
１
ａ
当
り
）

定
植
前
・
害
虫
予
防
と
し
て
ダ
イ
ア
ジ
ノ

ン
粒
剤
５
を
３
０
０
～
６
０
０
ｇ
を
土
壌
混

和
し
ま
す
。

定
植
後
・
雑
草
発
生
予
防
に
は
ト
レ
フ
ァ

ノ
サ
イ
ド
粒
剤
２・
５
を
４
０
０
～
５
０
０

ｇ
を
土
壌
表
面
に
散
布
し
ま
す
。（
散
布
後

に
土
壌
を
耕
す
と
効
果
が
失
わ
れ
る
の
で
、

畝
立
て
後
に
散
布
し
ま
す
）

畝
立
て
・
定
植

畝
幅
１
３
５
㎝
の
平
畝
、
株
間
10
㎝
の
４

条
植
え
を
基
準
と
し
ま
す
。

１
ａ
当
り
苗
の
目
安
本
数
は
２
，０
０
０

～
３
，０
０
０
本
と
な
り
ま
す
。

植
え
付
け
は
２
～
３
㎝
の
深
さ
で
成
長
点

を
埋
め
な
い
よ
う
に
定
植
を
し
ま
し
ょ
う
。

ハ
ク
サ
イ
・
キ
ャ
ベ
ツ
・ 

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

病
害
虫
防
除
に
つ
い
て

日
中
も
十
分
に
温
度
が
下
が
ら
な
い
と
き

は
害
虫
の
発
生
が
続
き
ま
す
。

害
虫
防
除
（
例
）
…

　
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
・
コ
ナ
ガ
・
ア
オ
ム
シ

プ
レ
バ
ソ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル�

２
，０
０
０
倍
液

�

（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

グ
レ
ー
シ
ア
乳
剤�

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
２
回
以
内
）

の
い
ず
れ
か
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
湿
度
が
高
く
、
低
温
に
な
る
と
病

害
の
発
生
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。

白
色
疫
病
・
べ
と
病
予
防
（
例
）

ベ
ト
フ
ァ
イ
タ
ー
顆
粒
水
和
剤

�

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
７
日
前
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

ア
ミ
ス
タ
ー
20
フ
ロ
ア
ブ
ル

�

２
，０
０
０
倍
液

（
収
穫
前
日
ま
で
、
使
用
回
数
３
回
以
内
）

の
い
ず
れ
か
を
散
布
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
馬
鈴
し
ょ
の
生
産
者
の
み
な
さ
ま
へ
〉

〝
ウ
イ
ル
ス
病
〟
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

対
応
薬
剤
は
な
く
、
減
産
を
招
く
お
そ
ろ
し

い
病
気
で
す
。
感
染
を
広
げ
る
〝
ア
ブ
ラ
ム

シ
類
〟
を
防
除
し
、
収
穫
後
に
畑
に
残
っ
た

芋
（
野
良
芋
）
が
発
芽
し
て
も
感
染
す
る
の

で
、
徹
底
除
去
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
特

に
種
芋
は
正
規
販
売
の
も
の
を
使
い
、
切
断

す
る
包
丁
の
殺
菌
を
し
ま
し
ょ
う
。

〈
農
薬
の
安
全
使
用
基
準
を
守
り
、
生
産
工

程
管
理
日
誌
を
提
出
し
ま
し
ょ
う
！
〉

農
薬
に
関
す
る
法
律
が
厳
格
化
し
て
い
ま

す
。（
適
用
作
物
・
希
釈
倍
数
・
収
穫
前
・

使
用
回
数
な
ど
）

事
故
が
発
生
す
る
と
、�出
荷
者
個
人
に
全

商
品
回
収
や
、
損
害
賠
償
な
ど
が
課
さ
れ
る

可
能
性�

が
あ
り
、
風
評
被
害
に
よ
り
産
地

に
も
影
響
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

�

生
産
工
程
管
理
日
誌�

は
、
事
故
発
生
時

に
最
初
に
商
品
の
管
理
状
況
を
確
認
す
る
手

段
と
な
り
ま
す
。

ご
自
身
の
信
用
と
安
全
を
守
る
た
め
、
生

産
管
理
を
徹
底
し
、
記
録
・
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。

温
州
み
か
ん

普
通
温
州
み
か
ん
の
採
収
時
期
と
な
り
ま

す
。
果
実
の
状
態
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
、

野
　菜

11月

野
菜�

問�

営
農
経
済
課　

ＴＥＬ�

０
８
４
６
ー
４
５
ー
３
３
６
０

　
担
当　
久
保�

勝
義

果
　樹

12月

なるほどえ～のぅ!営農情報

浮
皮
・
ク
ラ
ッ
キ
ン
グ
（
果
梗
部
の
ひ
び
割

れ
で
、
特
に
い
し
じ
に
多
い
）
等
の
発
生
に

注
意
し
て
採
収
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
腐
敗
防

止
剤
を
散
布
す
る
際
に
は
、
展
着
剤
ア
ビ
オ

ン
Ｅ
１
，０
０
０
倍
液
を
混
用
し
ま
し
ょ
う
。

❶�

中
生
・
普
通
温
州
み
か
ん
の
採
収
は
、
浮

皮
に
注
意
！！

《
成
り
の
多
い
樹
・
園
地
》

２
回
に
分
け
て
採
収
し
ま
し
ょ
う
。

８
分
着
色
以
上
の
外
成
り
果
を
先
に
採

収
し
、
次
に
残
果
を
一
括
採
収
し
ま
し
ょ

う
。
採
収
後
は
、
８
分
着
色
以
上
・
７
分
着

色
以
下
・
加
工
原
料
の
３
区
分
に
仕
分
け
ま

し
ょ
う
。

《
成
り
の
少
な
い
樹
・
園
地
》

12
月
中
旬
ま
で
に
採
収
し
、
採
収
後
は
８

分
着
色
以
上
・
７
分
着
色
以
下
・
加
工
原
料

の
３
区
分
に
仕
分
け
ま
し
ょ
う
。

❷
採
収
後
の
予
措
は
十
分
に
！！

８
分
着
色
以
上
の
果
実
は
、
ム
シ
ロ
・

シ
ー
ト
を
掛
け
軽
く
発
汗
さ
せ
た
後
（
２
～

３
日
）
に
覆
い
を
の
け
て
か
ら
十
分
に
風
を

通
し
、
果
実
を
に
ぎ
っ
て
音
の
し
な
い
程
度

ま
で
予
措
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。
７
分
着
色

以
下
の
果
実
は
着
色
が
進
む
ま
で
待
ち
、
予

措
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

特
に
コ
ン
テ
ナ
貯
蔵
の
場
合
は
、
１
コ
ン

テ
ナ
当
り
の
入
量
を
６
分
～
７
分
目
程
度
に

抑
え
、
下
１
段
は
空
コ
ン
テ
ナ
を
置
き
、
横

側
面
は
風
が
通
る
よ
う
に
隙
間
を
開
け
て
積

み
ま
し
ょ
う
。

❸�

収
穫
後
の
樹
勢
回
復
対
策
を
忘
れ
ず
に
！！

尿
素
２
０
０
倍
液
＋
カ
ル
ビ
タ
Ｐ
７
７
０

倍
液
を
温
度
の
高
い
日
・
高
い
時
間
帯
を
狙

い
、
散
布
し
ま
し
ょ
う
。

❹
冬
マ
シ
ン
の
散
布
！！

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
、
サ
ビ
ダ
ニ
の
防
除

と
し
て
、
12
月
下
旬
～
１
月
上
旬
ま
で
に
、

機
械
油
乳
剤
95
（
30
倍
液
）
を
散
布
し
ま

し
ょ
う
。

❺
晩
柑
類
の
袋
か
け
と
防
寒
対
策

越
冬
採
収
す
る
清
見
・
不
知
火
は
、
外

成
り
果
に
袋
掛
け
を
行
な
い
、
樹
全
体
を

サ
ニ
ー
セ
ブ
ン
や
寒
冷
紗
で
被
覆
し
ま

し
ょ
う
。

た
だ
し
、
寒
波
情
報
が
発
動
さ
れ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
採
収
を
行
な
い
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
防
寒
資
材
は
温
度
が
マ
イ
ナ
ス
に

な
っ
た
ら
被
害
を
防
げ
ま
せ
ん
。

❻
中
晩
柑
類
の
採
収
と
予
措
の
徹
底
を
！！

は
る
み
…�

12
月
下
旬
に
９
分
着
色
以
上
の
果

実
を
採
収
し
、
１
月
上
旬
に
残
果

を
採
収
後
、
軽
い
予
措
を
行
な
い

貯
蔵
す
る
。

八　
朔
…�

12
月
下
旬
～
１
月
上
旬
に
採
収

し
、
乾
燥
に
注
意
し
貯
蔵
す
る
。

不
知
火
…�

１
月
中
旬
～
下
旬
に
採
収
し
、
十

分
予
措
を
行
な
い
貯
蔵
す
る
。

甘　
夏
…�

１
月
下
旬
～
２
月
上
旬
に
採
収

し
、
十
分
予
措
を
行
な
い
貯
蔵

す
る
。

清　
見
…�

３
月
上
旬
に
採
収
し
、
乾
燥
に
注

意
し
て
貯
蔵
す
る
。

び
　
わ

❶
摘
房
・
摘
蕾
の
実
施

（
今
年
産
は
全
体
的
に
花
が
多
い
の
で
、

摘
房
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
！
）

着
花
（
果
）
過
多
に
よ
る
樹
勢
衰
弱
防
止

と
結
実
促
進
・
大
果
生
産
を
行
な
う
に
は
、

摘
房
→
摘
蕾
→
摘
果
と
い
う
一
連
の
作
業
を

袋
掛
け
時
期
（
４
月
）
ま
で
に
実
施
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
摘
房
・
摘
蕾
は
同
時
進
行

で
実
施
し
ま
す
が
、
枝
数
の
６
割
程
度
の
充

実
の
良
い
果
房
を
残
し
ま
す
。（
目
安
：
２

枝
に
つ
き
１
花
房
残
す
程
度
）

摘
蕾
は
、
残
し
た
花
房
の
下
３
段
の
花
こ

う
を
残
し
て
上
部
を
除
く
。
そ
の
中
か
ら
大

き
く
て
充
実
し
て
い
る
も
の
２
段
を
残
し
、

１
段
は
取
り
除
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

❷
果
実
腐
敗
病（
芯
ぐ
さ
れ
）・
灰
班
病
防
除

12
月
中
旬
～
下
旬
（
開
花
時
期
）
に
、

ト
ッ
プ
ジ
ン
Ｍ
水
和
剤
１
，０
０
０
倍
液
の

散
布
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

い
ち
じ
く

剪
定
を
行
な
う
時
期
と
な
り
ま
す
。（
剪

定
時
期
の
目
安
：
落
葉
後
～
２
月
末
ま
で
）

農
薬
使
用
の
注
意
点

・
使
用
者
自
身
の
安
全
の
た
め
、
農
薬
の
製

品
ラ
ベ
ル
に
従
っ
た
保
護
具
を
着
用
し
ま

し
ょ
う
。

・
環
境
へ
の
安
全
の
た
め
、
周
辺
住
民
や
農

家
に
配
慮
し
掲
示
版
な
ど
で
農
薬
の
使
用

を
事
前
に
伝
え
、
農
薬
が
飛
散
し
て
か
か

ら
な
い
よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
物
の
残
留
農
薬
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
が
、
農
薬
の
製
品
ラ
ベ
ル
に
従
い
、
決

め
ら
れ
た
作
物
種
、
使
用
量
、
使
用
時

期
、
使
用
回
数
な
ど
を
確
実
に
守
れ
ば
基

準
値
を
超
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た

だ
し
、
農
薬
ご
と
に
作
物
名
が
似
て
い
る

等
、
間
違
い
や
す
い
も
の
が
あ
り
ま
す
の

で
厳
重
に
注
意
し
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

果
樹�

問�

安
芸
津
ア
グ
リ
セ
ン
タ
ー　

ＴＥＬ�

０
８
４
６
ー
４
５
ー
０
４
８
８

担
当　
広
果
連
駐
在
技
術
員　
須
野
田�

祐
也

安芸津アグリセンターでは、直売所などＪＡ出荷者の
支援として、128穴セルトレイでの野菜苗の生産・供給
を行なっています。数に限りがありますので、お早目に
お問い合せ頂きぜひご利用ください。

今月の供給品目
品目名 品種名 販売予定 収穫予定
キャベツ 春波・YR春空・初恋 11月下旬～ ４月中旬～
※在庫・価格等詳細については随時お問い合せください。
※特注品についても相談の上、対応致します。

栽培品目（例）
分類 品目例
葉菜類 ホウレンソウ、コマツナ、ミズナ、シュンギク
根菜類 小カブ

※作型については、種子袋など品目毎の資料を参照ください。128穴セルトレイ （商品例）キャベツ苗

11月の野菜作付情報

芸南地域本部芸南地域本部
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お知らせ

　ＪＡひろしまでは、農家のみなさまから委任を受けて、農業用廃棄物を適正に処理する取り組みをしております。
　当日は、委任状に印鑑が必要です。必ず印鑑をご持参ください。また、処理料金をＪＡの口座振替で支払う
場合は、通帳とお届け印鑑をご持参ください。
　廃棄物を運搬する際は、車両へ「産業廃棄物運搬車」の表示と積載廃物の量・運搬先などを記入し書面を車
両の左右へ張り付けてください。表示する書類などは、回収場所に用意しておりますので、ご利用ください。

●特殊農薬として扱う品目

水 銀 を 含 む 品 目 水 銀 粉 剤  セレサン粉剤　 土壌消毒剤  ソイルシン、シントール、シミルトン
種子消毒剤  ウスプルン、ルベロン　 その他  水銀を含むもの

ヒ 素 を 含 む 品 目 シンモルキル粉剤、ネオアソジン粉剤、カスモン粉剤、カスモスミバール粉剤
その他  ヒ素を含むもの

チウラムを含む品目 チウラム水和剤、チウラム粉剤　 忌 避 剤  キヒゲンセット、アンレス
種子消毒剤  ベンレートＴ水和剤、ヘルシードフロアブル　 その他  チウラムを含むもの

クロルピクリンを含むもの クロルピクリン錠剤、クロルピクリン80、ドジョウピクリン、ドロクロル、クロルピクリン、
CTテープ、サイロン（臭化メチル混合剤）　 その他  クロルピクリンを含む農薬

パラチオン（ホリドール）など シマジン粒剤・シマジン水和剤

農業用廃プラスチック・廃農薬は、適正に処理しましょう

回収日程
令和５年12月８日（金）・９日（土）

９時30分～15時00分
回収場所・問合せ先 対象地区

安芸津アグリセンター
東広島市安芸津町風早647-8
TEL（0846）46-1017

安芸津町

川 尻 店
呉市川尻町西1丁目1-43
TEL（0823）87-2931

川 尻 町

安 浦 店
呉市安浦町内海北2丁目4-3
TEL（0823）84-2049

安 浦 町

注意事項
　回収場所へ処理品目を持込む際に必ず次の事項
をお守りください。
❶�農業用の品目に限ります。（生活、家庭用の廃
プラスチックは、対象外）
❷�農薬名の不明なものは、処理費用550円/kgい
ただきます。（特殊農薬扱い）
❸�回収物は、品目毎に梱包し名札を添付してくだ
さい。
❹�回収物は、右の梱包方法を守り、名札を付けて
ください。

お問い合せ先

ひろしま農業協同組合 芸南地域本部
（安芸津地区）
� 営農経済課 TEL（0846）45-3360
（安浦・川尻地区）
� 安　浦　店 TEL（0823）84-2049

回収する廃棄物の種類および料金（税込み）

回収品目 内　　容 処理費用
（税込）

廃 プ ラ ス
チ ッ ク 類

ハウスビニール・マルチ・
肥料袋・アゼ波板・育苗箱 ��60円/kg

一 般 農 薬 乳剤・水和剤・粉剤・粒剤 385円/kg

農 薬 の
容 器

ポリ・ガラス瓶・紙袋 385円/kg
金属缶・エアゾール缶（ガ
ス抜き処理済み物） 550円/kg

特 殊 農 薬
農薬で水銀・ヒ素等を含む
特殊な品目
名称・種類等が不明の農薬

550円/kg

名札 名札

肥料袋 アゼ波板

一梱包10kgまでで結束して
ください！

一梱包15kgまでで結束して
ください！

一梱包10kgまでで結束して
ください！

名札

ビニールフィルム・マルチ等

名札

農薬・空き容器関係

中身の見える袋で農薬（一般・
特殊それぞれに）は乳剤・水和
剤・粉剤・粒剤に、空容器はポ
リ・ガラス瓶・紙袋・金属缶に
区分してください！

芸南地域本部
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